













































































































































































































































































































































































鳥取大学教育学部研究報告 人文・社会科学 第 46巻 第 1号 (1995)   59
米金融摩擦問題として,アメリカの対日経済自由化要求のなかに強く組み込まれてきた。「報告書」における対日金
融要求の内容は,円。ドルレート問題,日本の金融・資本市場の自由化と外国金融機関の参入問題,ユー ロ円投資,
銀行市場の発展問題などとして提起されている。この報告書にみられるアメリカ金融資本の対日要求は,日本の金
融自由化を拡大させることによって,自国の過剰資本の日本の金融 。資本市場への参入とユーロ円市場の開放を追
り,アメリカ金融資本のビジネス・チャンスを拡大することにおかれている。
10 この『金融の自由化及び円の国際化についての現状と展望』は先の『日米・円ドル委員会報告書』にもられたア
メリカの金融自由化要求への日本側の対応を表したものである。大蔵省は『金融の自由化及び円の国際化について
の現状と展望』の「基本的考え方」において,金融自由化は,わが国における金融のいっそうの効率化と資源の適
正配分をもたらし国民経済に望ましいから,前向きかつ主体的に対応していく考え方を明らかにした。ただし,そ
の取り組み方については,金融自由化の急激な進展は信用秩序に混乱をきたし,金融機関の公共性の十全な発揮を
困難にし,国民経済的に悪影響を及ぼすおそれもあるので,日本の実状を考慮して漸進的に対応していくことを表
明している。また,同書「金融の自由化の現状と展望」では,金融の自由化が金利,金融 。資本市場,業務内容,
業際。制度問題,の各分野で着実に進展していることを指摘したうえで,今後達成すべき課題を具体的に列挙して
いる。同書「円の国際化の現状と展望」では,経常取引における円の使用,資本取引における円の使用,公的準備
における円の保有の三つの面に分けて,円の国際化の進展状況と今後の展望について述べている。
Cか 後藤新一『郵貯民営論』有斐閣,1987年,318ページ。
10 同上,164ページ。
10 詳しくは,「巨大銀行と大蔵省の『背信』」『現代』1994年■月号を参照。
19 鈴木淑夫『日本の金融政策』岩波書店,1993年,124ページ。
10 経済企画庁編『生活大国五カ年計画一地域社会との共存をめざして』1994年, 2ページ。
10 牧野義司『郵貯―世界最大の銀行』毎日新聞社,1978年,28～29ペー ジ。
10 大内兵衛「郵便貯金における小市民性と社会性との矛盾」『大内兵衛著作集』第12巻,岩波書店,1975年,346ペ
ージ。
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